
   志木市町内会サロン活動支援補助金交付要綱 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、市と町内会とが連携し、地域の世代間交流の促進、

住民間の交流等を推進するため町内会館等を活用して行う活動（以下

「町内会サロン活動」という）を支援するため、志木市町内会サロン

活動支援補助金（以下「補助金」という。）を交付することについて、

志木市補助金等交付規則（昭和５３年志木市規則第２２号。以下「規

則」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定める。 

 （補助対象団体） 

第２条 補助金の対象となる団体は、町内会サロン活動を行う志木市町

内会連合会事業費補助金交付要綱（平成１０年４月１日制定）第 1 条

に規定する連合会に加入する町内会とする。 

 （補助対象経費等） 

第３条 補助金の対象となる経費、支出項目及び補助額は、別表第１の

とおりとする。 

（補助金の額） 

第４条 市長は予算の範囲内で、週１回を基本に町内会サロン活動を実

施する場合は１００，０００円、週２回を基本に町内会サロン活動を

実施する場合は２００，０００円を限度に年１回交付するものとする。 

 ２ 年度の途中から町内会サロン活動を実施する場合は、補助金の限

度額を別表第２のとおりとする。 

（交付の申請） 

第５条 補助金の交付の申請をしようとする町内会の長（以下「申請

者」という。）は、補助金の交付を受けようとするときは、第１号様

式の補助金交付申請書を提出しなければならない。 

 （交付の決定及び通知） 

第６条 市長は、前条の申請があったときは、内容を審査し、補助金を

交付すると認めたときは、第２号様式の補助金交付決定通知書により

申請者に通知するものとする。 



 （請求書の提出） 

第７条 前条の補助金の交付決定の通知を受けたとき申請者（以下「補

助事業者」という。）は、第３号様式の補助金請求書により、市長に

対して支払いを請求するものとする。 

 （内容の変更等） 

第８条 補助事業者は、補助金の交付に係る町内会サロン活動の内容を

著しく変更、中止又は廃止しようとするときは、第４号様式の承認申

請書により市長の承認を受けなければならない。 

 （実績報告） 

第９条 補助事業者は、第５号様式の事業実績報告書を当該町内会サロ

ン活動の完了後、３０日以内に市長に提出しなければならない。 

 （補助金の額の確定及び返還） 

第１０条 市長は、前条の事業実施報告書の提出を受けたときは、内容

を審査のうえ、補助金の額を確定し、第６号様式の補助金確定通知書

により補助事業者に通知するものとする。 

２ 市長は、助成金の額を確定した場合において、既に確定額を超える

補助金が支払われている場合は、期限を定めて返還させるものとする。 

 （書類の整備） 

第１１条 補助事業者は、補助事業の収入及び支出等関係する書類を整

備し、５年間保管しなければならない。 

 （その他） 

第１２条 この要綱に定めるもののほか、補助金の交付に関し必要な事 

項は、市長が別に定める。 

   附 則 

 この告示は、公布の日から施行する。 



別表第１（第３条関係） 

補助対象経費 補助対象とする 

支出科目 

項目 説明 報償費、謝金、費用弁償、需用

費、消耗品費、印刷費、食糧

費、光熱水費、役務費、通信運

搬費、保険料、使用料、会場借

上料、及び機材借り上げ料 

１ 運営費 

事務費 

経常的に使用す

る消耗品費、印

刷費等の経費 

２ 事業費 

  事業経費 

  

サロン活動とし

て取り組む事業

の経費 

その他市長が認めた経費 

 



別表第２（第４条関係）  

                                            （単位：円）  

基本とする  
実施回数  

開始月     
    

   週１回  週２回  

   ４月  
１００，０００ ２００，０００ 

   ５月  

   ６月  
８５，０００ １７０，０００ 

   ７月  

   ８月  
７０，０００ １４０，０００ 

   ９月  

  １０月  
５０，０００ １００，０００ 

  １１月  

  １２月  
３５，０００ ７０，０００ 

   １月  

   ２月  
２０，０００ ４０，０００ 

   ３月  

 


